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コースレコーダの記録の改良一IＩ

紙送り速度改良コース・レコーダの

海上実験について

松野保久＊

ThelmprovementofAccuracyofCourｓｅＲｅｃｏｒｄ－ＩＩ

ＯｎｔｈｅＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｔＳｅawiththeCourseRecorderwhich

QuickenedtheVelocityofRotationofFeedRoller

YasuhisaMATsuNo＊

Abstract

Ｉｎｔｈｅｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｏｆａｃｃｕｒａｃｙｏｆｃｏurserecord-I，ｔｈｅａｃｃｕｒａｃｙｏｆｔｈｅｃｏｕｒｓｅｒｅｃｏｒｄｓ

ｉｎｏｒｄｅｒｔｏｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅｔｏｔｈｅＳｅａＡｃｔｉｏｎｌｎｑｕｉｒｙｗａｓｅｘａｍｉｎｅｄａｎｄａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓ，
ｉｎｔｈｉｓｔｉｍｅ，thecourserecorder，ｗｈｉｃｈｔｈｅｖｅｌｏｓｉｔｙｏｆｒｏｔａｔｉｏｎｏｆＦｅedRollerwasincreased

fifteentimes，ｗａｓｅｑｕｉｐｐｅｄｏｎｔｈｅｔｒａｉｎｉｎｇｓｈｉｐ“KagoshimaMaru，，andthecourserecords

wereobtainedwhennavigatedaroundthecoastofJapan・Theywereclassifiedfollowing、
１）Thecoursrecordswhenleaveorenterport、

２）Ｔｈｅcoursrecordswhenunderwaystrait、

３）Thecourseecordswhenavoidcollision、

４）Therecordsofyawing、

Theresultsdiscussed，ｔｈｅｓｅｒｅｃｏｒｄｓｗｉｌｌｂｅａｂｌｅｔｏｅｎｏｕｇｈｃｏｎtributetotheSeaAction

lnquity．

1．まえがき

筆者は先にコース・レコーダの記録を海難審判に役立てるため，記録精度について検討・考察し

発表〔1〕したが今回はその結果をもとにコース・レコーダ記録紙送り速度を１５倍とし，日本沿岸

航行中に種々の記録を得たこと及び，これらの記録と現販コース・レコーダの記録を比較検討した

結果，紙送り速度15倍の記録は海難審判において今まで以上に価値が高まるものと考えた．これら

のことより今後のコース・レコーダ改良への足がかりを得ることができたのでここに報告する．

２．実

2.1使用機器

コース・レコーダ……２台

Ａ）製造番号Ｔ4420,製造年月日

Ｂ）製造番号Ｔ4997,製造年月日

ジャイロ・コンパス……２台

験方法

1960年７月，東京計器製造所

1968年８月，東京計器製造所

＊鹿児島大学水産学部漁船航海学研究室（LaboratoryofNavigation，FacultyofFisheries,Kagoshima
University)．
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松野：コース・レコーダの記録の改良一Ⅱ 4９

ａ）スペリーＭＫ１４ＭｏｄｅｌＴ

ｂ）Es-11型ジャイロ．コンパス

コース・レコーダＡはジャイロ・コンパスａと，コース・レコーダＢはジャイロ・コンパスｂ

と組合わせた．コース・レコーダＡはステップ。パイ・ステップモータが，コース・レコーダＢ

はシンクロモータが使用されている．

今回はFig.２に示すごとく，コース．レコードＢの時計歯車装置に改良を加え，記録紙の紙送

り速度をコース・レコードＡの１５倍の速度にした．

２．２方法

Fig.３に示す鹿児島大学練習船誼かごしま丸，，に装.備されているコース．レコーダＡ，ジャイ

ロ・コンパスａ及び新しく装備したコース・レコードＢ，ジャイロ。コンパスｂ・それぞれ２台

を同時に運転し針路記録の表われ方の比較を行った．

皇~品酔凸一

品､報串串:＃“二乱茜 蕊

Ｆｉｇ．３．ＰｒｉｎｃｉｐａｌｐａｒｔｉｃｕｌａｒｓｏｆｆｉｓｈｉｎｇｔｒａｉｎｉｎｇｓｈｉｐくぼＫＡＧＯＳＨＩＭＡＭＡＲＵ，，、

Ｌｅｎｇｔｈｂｙｔｈｅｍｌｅ 60.50ｍ

Ｌｅｎｇｔｈｐ．ｐ、 59.60m

Breadth，ｍｌｄ．10.80ｍ

Ｄｅｐｔｈ，ｍｌｄ．５．４０ｍ

Ｄｅｓｉｇｎｅｄｌｏａｄｄｒａｆｔ，ｍｌｄ．４．３０ｍ

ＧｒｏｓｓＴｏｎｎａｇｅ ｌ,038.14tｏｎｓ

ＮｅｔＴｏｎｎａｇｅ 322.71ｔｏｎｓ

ＭａＸ，ｄｅｓｉｎｇｅｄｏｕｔｐｕｔｌ,７００ｐ、ｓ，２４５ｒ・ｐ．ｍ．

Ｎｏｕｍａｌｏｕｔｐｕｔｌ,４４０ｐ，ｓ，２３２ｒ・ｐ．ｍ．
Ｔｒｉａｌｓｐｅｅｄ15.512ｋｎｏｔｓ

ＳｅａＳｐｅｅｄａｂｔ．12.500ｋｎｏｔｓ

ＤａｙｓｏｆＲｕｎａｂｔ．４４ｄａｙｓ
Ｅｎｄｕｒａｎｃｅａｂｔ．13,200mile
Classiiication NK；ＮＳ☆＆ＭＮＳ☆
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松野：コース・レコーダの記録の改良一Ⅱ 5１

観測海域はFig.４に示したように太平洋，日本海を含む日本沿岸であり期間は昭和44年８月７

日～９月６日である．

３．結果

Fig.４に示した観測海域で得られたコース・レコーダＡ，Ｂの記録の代表例を以下に示す．な

お図中Ａはコース・レコーダＡによる記録，Ｂはコース・レコーダＢによる記録である．

記録Ａの時間目盛は１目盛10分を示し，記録Ｂの１目盛は１分を示す６

出入港例をFig.５，Fig.６に，狭水道航行例をFig.７，Fig.８に，さらに避航例をFig.９，

Fig.１０にそして船首振れの記録例をFig.11,Fig.12,Fig.13,Fig.１４に示した．

４．考察

４．１コース・レコーダの記録の誤差

コース・レコーダの記録の読取精度については茂在〔2〕によって発表されており，その精度を左

右するものには次のような誤差があると考える．

１）船首方位の誤差

ｏジャイロ・マスターコンパスの方位誤差

ｏジャイロ・マスターコンパスとレピーターコンパスの方位の不一致（設定点誤差）

ｏコース・レコーダの機械誤差

ｏ記録紙の誤差（紙の伸縮・目盛不等一の誤差等）

○記録読取誤差（ペンの太さ，目盛線の太さ等）

２）時間誤差

ｏ時計誤差

ｏ設定点誤差

ｏコース・レコーダの機械誤差

ｏ記録紙の誤差（紙の伸縮・目盛不等一の誤差等）

ｏ記録読取誤差（ペンの太さ・目盛線の太さ等）

コース・レコーダの機構的な誤差は機器そのものの改良によって精度を高める以外に方法はな

い記録紙の誤差も紙質の向上及び印刷技術の向上を待つ他ない設定点の誤差は定誤差として取

扱うことができるので記録読取値にその誤差を加減してやればよいよってここでは記録読取精度

について考える．

４．２コース・レコーダ記録紙とその読取精度の検討

Fig.１５に示すようにコース・レコーダＡによる船首方位の記録は，１度……１．２ｍｍ，５度…

6.2ｍｍ，１０度……12.3ｍｍ，９０度……110.8ｍｍの巾で記録される．又コース．レコーダＡの

時間の記録すなわち紙送り速度は，１０分……6.4ｍｍ，１時間……38.2ｍｍ，コース．レコーダＢ

は，１５秒……2.4ｍｍ,３０秒……4.8ｍｍ，１分..….9.5ｍｍ，１０分……95ｍｍ，１時間……570ｍｍ

である．角度及び時刻を表わす線の太さは図に示したとおりである．なおペンの記録巾は０．４ｍｍ

であった．

Fig.１６は縦軸に時間すなわち紙送り速度，横軸に針路すなわち船首方位をとり，ペンの記録巾

0.4ｍｍを拡大した．
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記録Ｉは時間軸に平行であり船首方位に全く変化がなかったことを示す．記録Ⅱは針路軸に平行

であり，現実問題として起こり得ないことであるが，針路に変化はあったが時間は経過してなかっ

たことを示す．記録Ⅲは針路･時間ともに変化があったことを示し，船舶航行中の一般的な記録の

表われ方である．そしてその時，記録Ｉとの交角を０とした．

記録Ｉについてはコース。レコーダＡ，Ｂの記録ともにペン巾０．４ｍｍ，１度巾１．２ｍｍである

ことからＣ'Ｄ’は０．３度である．

記録Ⅱのコース。レコーダＡの記録についてはペン巾０．４ｍｍ，時間巾６．４ｍｍであることか

らＱ'Ｒ'は0.625分（37.5秒）である．コース。レコーダＢの記録についてはペン巾０．４ｍｍ，

5６

＃I:･１.謙献
ご■も砧

Ａ Ａ

９

’
一
唖
只
｛
ロ
ー
罪
－
，
口
』
一
．
‐

鍋

…－哩一具型み●の歯､主年や＋型“田口P半か“4

Ｂ

Ｆｉｇ．１４．Ｔｈｅｒｅｃｏｒｄｏｆｙａｗｍｇ．

据

I…Ｉ

卓ふ#塞鐸蕊篭手津i一…;;鍵一
鋸
一

』
慮
鯵
…

Ａ

Ｂ

Ｆｉｇ．１２．Ｔｈｅｒｅｃｏｒｄｏｆｙａｗｉｎｇ．

B

FilQ『、１３．Ｔｈｅｒｅｃｏｒｄｏｆｙａｗｉｎｇ

謹畳やW軸w＝～*‘ﾑ衝一一=－『尚蓉向一…晶回型､､…画…ﾛ｡｡｡,｡、…や,

§…『癖

喝拷

やﾛ

鏡



Ａ０．４ｍｍ．

Ｂ０．１ｍｍ．

Ｃ０．４ｍｍ．

Ｄ０．２５ｍｍ．

Ｅ０．１ｍｍ．

ﾀﾞの記録の改良一Ⅱ 5７

Ｆｉｇ．１５．DimensionofthecourserecordingChart．

Ｃ Ｅ，

Ｃｏｕｒｓｅ

,ｃ，Ｄ’Ａ‘Ｂ，Ｙ

時間１５秒巾２．４ｍｍであることからＱ'Ｒ′は２．５秒である．

記録Ⅲについては以下に示す２つの記録の読承方がある．

１）ある時刻の時，船首方位は何度か．

Ａ‐‐ Ｔ
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（２）
Course→Ｔｉｍｅ

鹿児島大学水産学部紀要第19巻（1970）

ＣＯ

7ｍ-10.28ｓｅｃ

3ｍ－３５．９５ｓｅｃ

2ｍ-24.88ｓｅｃ

1ｍ-49.64ｓｅｃ

1ｍ-28.73ｓｅｃ

1ｍ－１５．００ｓｅｃ

1ｍ-05.37ｓｅｃ

５８．３３ｓｅｃ

５３．０３ｓｅｃ

４８．９５ｓｅｃ

４５．７８ｓｅｃ

４３．３０ｓｅｃ

４１．３７ｓｅｃ

３９．９０ｓｅｃ

３８．８２ｓｅｃ

３８．０７ｓｅｃ

３７．６４ｓｅｃ

３７．５０ｓｅｃ

２）ある船首方位の時の時刻は．

（ﾕ)の場合，時間Ｘに対する船首方位はＡ'B′の巾があるので船首方位の読取に誤差をもつ．ペ

ン巾０．４ｍｍ，１度巾１．２ｍｍであることからＡ'B'が何度巾にあたるかはコース．レコーダＡ，

Ｂの記録とも次式によって得られる．

Ａ'B'(度)-÷secl
(2)の場合，針路Ｙに対する時間はＯ'P′の巾があるので時間の誤差をもつ．コース．レコーダ

Ａの記録はペン巾０．４ｍｍ,時間10分の巾は６．４ｍｍだからＯ'P'が何分にあたるかは次式によ

って得られる．

Ｏ'P'(分)＝0.625×cosec6

又コース・レコーダＢの記録についてはペン巾０．４ｍｍ，時間10分巾９５ｍｍであることから

次式によってＯ'P′を得ることができる．

Ｏ'P'(分)＝0.0421×cosec6

上式の６を５度毎にとってＡ'B'’０'P'をＴａｂｌｅｌにまとめた．この表より(1)の場合，０．５

度以内の精度で読取可能は6が約50度以内であることがわかる．特に６が75度を越えると急激にそ

の誤差は増す．(2)の場合，コース・レコーダＡの記録は１分以内の精度で読取可能は６が40度

Table１．Ｍｅａｓｕｒｉｎｇａｃｃｕｒａｃｙｏｆｔｈｅｔｉｍｅａｎｄｔhecourseagainst

variationoftheangle6．

６

（１）
Ｔｉｍｅ→Ｃｏｕｒｓｅ
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松野：コース・レコーダの記録の改良一Ⅱ 5９

以上であることがわかる．６が30度以下になるとその誤差は急激に増大する．コース・レコーダ

Ｂの記録は６が５度以上であれば全て30秒以内の精度で読取可能である．もちろんこれらも茂在

〔2〕提案の写真拡大方式等によれば精度はより向上するであろうが，これらについては今後改めて

検討したい．

４．３記録の考察

４．３－１出入港の記録

ここには鹿児島港，小樽港を代表例としてあげた．

Fig.５は８月７日午後２時鹿児島港出港時の記録である．当時天候は晴，風向Ｓ，風力１であ

った．

Fig.６は８月２５日午前10時小樽港入港時の記録である．当時天候は曇，風向Ｎ，風力３であ

った．

出入港時は機関の使用が多様であり，かつ操舵も頻繁に行われ，又タグボートの使用等もあるこ

とから，コース・レコーダの記録を読む時は種々の条件を考慮しなければならないすなわち，船

速の推定が困難なため記録から得られる船首方位と時間経過の承からでは，航走距離を求めること

が非常に困難かつ複雑となる．又大角度変針等による船首方位の変化が大きく，記録Ａに現われて

いるようにＴａｂｌｅｌの６が85度あるいは90度に近づくため，ある時間の船首方位を求める場合

大きな誤差をもつ．実際にはFig.１６において，ある時間Ｘよりコース軸に平行にひかれた線にも

巾があるため，Ａ'B′はより大きな誤差をもつ．又記録紙は左端から右端まで記録ペンが移行するこ

とにより０～90度まで，そしてその右端から左端まで移行することにより９０～180度まで，再び左

端から右端までの行程で180～270度まで，最後に右端から左端までの行程で270～360度（０度）

までの針路を表わしているため，９０度，180度，270度，360度（０度）で記録が反射される形に

なり，船首方位の変化量が大きな時，又紙送り速度が遅い時はそれらの付近で記録が重なり，ます

ます読みとりが困難になる．しかしこれらの問題は記録Ｂによって解決されている．

４．３－２峡水道航行の記録

出入港についで変針の多いのが峡水道通過時である．

Fig.７は８月８日午後２時前後，鈎島水道航行時の記録である．当時天候は晴，風向Ｗ，風力

３であった．

Fig.８は８月９日午前７時前後，来島海峡航行時の記録である．当時天候は晴，風向Ｗ，風力

３，潮流は南流の末期，機関回転数２１０ｒ､p､ｍであった．

ここで来島海峡航行時のコース・レコーダＡ及びＢの記録から針路と航走時間を読承とり，外

況の諸要因を考慮して，推定船位及び推定航跡図を作図し，実測船位と比較することによりコース

・レコーダＡとＢの記録精度の比較検討を試みた．

来島海峡航行時の速力は当時の気象・海象，機関回転数及び来島海峡に至るまでの航走距離とそ

の所要時間等を考慮して１３ｋnotと定めた．航海速力１３ｋnotであること及び記録読取値から得

られた各区間の所要時間から航走距離を求めまとめたのがＴａｂｌｅ２であり，そしてＴａｂｌｅ２を

航跡図として表わしたのがFig.１７である．コース・レコードＢに現われた変針点をＡ点から０

点までとし，Ａ～Ｂ，Ｂ～Ｃ，Ｃ～Ｄまで……以下同様にそれらの針路および所要時間を読みとっ

た．コース・レコードＡについては，コース・レコードＢの変針点Ａ点からＯ点までに対応す

る点をそれぞれＡ'～Ｏ′で表わし，同様に針路及び所要時間を読承とった．なおコース・レコード
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松野：コース・レコーダの記録の改良一Ⅱ

Table２－１．Courseanddistancewhenunderway
“ＫＵＲＵＳＨＩＭＡＫＡＩＫＹＯ，，

Cour8erecordB

PointlThetimerequiredlCourse Distance

Ａ
7ｍ－１５ｓｅｃ 49.→６８。 1.6ノ

Ｂ

2ｍ ６８→115。 0.4ノ

Ｃ

1ｍ 116。 0.2ノ

，

lｍ－３０ｓｅｃ 116.→107。 0.3ノ

Ｅ

lｍ－１５ｓｅｃ 107.→123。 0.3ノ

Ｆ

5ｍ-45ｓｅｃ 123。 1.3ノ

Ｇ

4ｍ-45ｓｅｃ 121。 1.0’

Ｈ

5ｍ－４５ｓｅｃ 121.→190。 1.3ノ

Ｉ

3ｍ-45ｓｅｃ 190.→130。 0.8ノ

』

lｍ－１５ｓｅｃ 130。 0.3ノ

Ｋ

1ｍ-15ｓｅｃ 130.→122。 0.3ノ

Ｌ

lｍ－１５ｓｅｃ 123。 0.3ノ

Ｍ

2ｍ-45ｓｅｃ 123.→115。 0.6ノ

Ｎ

０
3ｍ－３０ｓｅｃ 115｡→100。 0.8ノ

6１

Ａにはジャイロ・エラーが１度Ｗ'1ｙあったので針路読承とりにはその数値を改正した．Fig.１７

においてコース・レコードＡから得られたＡ'～O′までの推定船位を▲印で，航跡を点線で示し

た．コース・レコードＢから得られたＡ～Ｏまでの推定船位を○印で，航跡を実線で示した．又

推定船位の精度を検討するために任意の時間の実測船位（交叉方位法による船位）を③印で記入し

た．同図作図にあたりまずＡ，Ａ'点と０７００の実測船位を一致させた．その理由は０７００の実測船

位が５番ブイより１５０ｍしか離れておらず船位精度良と考えたからである．その後の推定船位及

び航跡作図については前記の気象・海象条件ならびにFig.18,Ｔａｂｌｅ３に示す旋回試験（施行期

日昭和35年９月９日，施行場所備後灘，天候晴，海面小波僅少，前部吃水1.88ｍ，中央

部吃水３．０１ｍ，後部吃水４．０１ｍ，トリム2.13ｍ，来島海峡航行時前部吃水３．０５ｍ，後部

吃水4.40ｍ）の結果ならびに海上保安庁技術部資料〔3〕，山本〔4〕の練習船青雲丸の資料等を

参考にした．

まずコース・レコードＢより得られた航跡図について検討する．

Ａ点からＢ点までの推定航跡は0705の実測船位の上にのっている．これは針路と航跡が一致し

ていることを示している．０７０５の推定船位は推定航跡上でＡ点より１．１浬離れている．しかし実

測船位は0.7浬しか離れておらず０．４浬の誤差が認められた．０７０５の実測船位について検討すれば

５分間に０．７浬航走したことから船速は８．４ｋnotとなるが，これは過去の船速に比べ速力過少で
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０

８．２ｓｅｃ

１２．７ｓｅｃ

１７．８ｓｅｃ

２８．８ｓｅｃ

４０．７ｓｅｃ

５３．５ｓｅｃ

1ｍ-06.3ｓｅｃ

1ｍ-19.0ｓｅｃ

1ｍ-32.2ｓｅｃ

１ｍ-45.1ｓｅｃ

1ｍ-58.3ｓｅｃ

2ｍ-11.3ｓｅｃ

2ｍ-24.3ｓｅｃ

2ｍ-37.2ｓｅｃ

０

８．０ｓｅｃ

１２．４ｓｅｃ

１７．９ｓｅｃ

２９．３ｓｅｃ

４０．６ｓｅｃ

５２．０ｓｅｃ

1ｍ-05.1ｓｅｃ

1ｍ-18.1sec

1ｍ-29.9ｓｅｃ

1ｍ-42.8ｓｅｃ

1ｍ-55.4ｓｅｃ

2ｍ-08.8ｓｅｃ

2ｍ-21.9ｓｅｃ

2ｍ-35.1ｓｅｃ

０
５
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
３
６
９
２
５
８
１
４
７
０
３
６

１
１
１
２
２
２
３
３
３

Portside

Table３．Turningｔｅｓｔ（Helmangle35｡）“ＫＡＧＯＳＨＩＭＡＭＡＲＵ，,

ある．だから０．４浬の誤差が認められた事実は，かごしま丸の推定速力１３ｋnotが過大であると考

えるより0700から５分間しか経過していないことからも，0705の実測船位に誤差があり左にづれ

ていたと考えるか，あるいは時間の取違えによる偶然誤差とみる方が妥当であろう．

Ｇ点はおよそ０７些18聖45se・にあたり０７１８に対する推定船位と実測船位との誤差は０．０５浬であ

る．

Ｈ点からＩ点に至る0725,0728の実測船位と，その時間における推定船位の誤差は0725が0.07

浬，０７２８は０．０５浬である．

Ｉ点からＪ点に至る０７３４の実測船位とその時間の推定船位との誤差は0.15浬である．

Ｌ点からＭ点に至る０７３６の実測船位とその時間の推定船位との誤差は0.05浬である．

０７４４の実測船位とその時間の推定船位との誤差は0.05浬である．

次にコース・レコードＡより得られた航跡図について検討する．コース・レコードＡは前記し

たように時間１０分の記録巾が６．４ｍｍしかなく，時間１分の記録巾は０．６ｍｍ，そして記録ペン

巾０．４ｍｍは0.625分（37.5秒）にあたるため，コース・レコードＢのように３０秒以下の時間

読取は不可能である．このことから航走距離に誤差を生じ，コース・レコードＡから得られた航跡

図はコース・レコードＢから得られたものより当然精度は悪くなることが予想できる．

０７００の推定船位Ａ′はＡ点と同一であり０７００の実測船位と一致している．次の点Ｂ'ではＢ点

と０．１浬離れている．このＢ'点で大角度変針があったためＢ点以下では０．１浬の誤差及び新針路

距離がはっきりつかめぬこと等から進行方向に対して右に0.2浬の誤差をもつ．そして又，Ｂ'点を

定める時に問題となった航走距離の不正確さから進行方向の前後方向にも誤差が現われＧ'，Ｈ'点

ではＧ，Ｈ点との離隔距離は0.4浬に達する．この誤差はＬ'，Ｍ',Ｎ'’０′と経過時間が経るに従

い増大する傾向にある．Ｏ'点においては０点から進行方向の前に0.5浬，右に0.7浬離れている．

これは経過時間が増大するにつれて進行方向の前後に船位が偏し，変針回数が増せば進行方向の左

Ｔｈｅｔｉｍｅｒｉｑｕｉｒｅｄ

Starboadside

6３



6４ 鹿児島大学水産学部紀要第19巻（1970）

右に船位が偏することがわかる．

４．３－３避航の記録

避航は相手が動いている場合，静止している場合，あるいは海上衝突予防法に定められるところ
によって避航する場合等がある．

Fig.９は８月８日午前８時ごろ豊後水道航行時，漁船を避航した時の記録である．下は対水速力
を有する漁船に対し，かごし主丸が海上衝突予防法にいう避航船となった時の記録であり，上は対

水速力のない鈎漁業に従事している漁船を避けた時の記録である．当時天候は晴，風向Ｗ/Ｓ，風

力３，波浪階級２，ウネリ方向Ｓ，ウネリ階級１，ピッチングは６分間に25回，その平均角度０．５
度，ローリングほとんど無し，機関回転数２０９ｒ､p､ｍであった．

Fig.１０は８月２８日午後３時ごろ北海道神威岬沖航行時，延縄のポンデンを避航した時の記録で
ある．当時天候は曇，風向ＮＥ，風力２，波浪階級２，ウネリ方向Ｎ，ウネリ階級１，ピッチン

グは６分間に82回，その平均角度0.5度，ローリングほとんど無し，機関回転数215r､p､ｍであっ
た．

ここには漁船，ポンデンに対する避航動作の記録だけを掲げたが，大型船あるいは他の航行中の

船舶の進路を海上衝突予防法に従い避けた時の記録はFig.９Ｂの下のような記録となり，ブイそ

の他小さな航路障害となるような物体を避けた時はFig.１０のような記録となった．よって針路の

記録を見ることにより，その避航対象物がどのようなものであったかを大略察知することが可能で
ある．

4.3-4船首振れの記録

船首振れの記録は本航海では８種類の型式に分類することができた．気象・海象条件は風力階級

Ｏ～５，ウネリ階級０～３の間であった.Fig.１１～Fig.１４は大きく４種類の型式に分類したとき

の代表例を掲げた．

Fig.１１は８月７日午後３時ごろ，鹿児島湾内航行中の記録である．当時天候は晴，風向Ｓ，風
力１，波浪，ウネリともになし，機関回転数２１０ｒ､p､ｍ

Fig.１２は８月１９日午後３時ごろ，東京湾内航行中の記録である．当時天候は晴，風向Ｓ，風力

３，波浪３，ウネリなし，機関回転数２１０ｒ､p､ｍ

Fig.１３は８月３０日午前６時ごろ石川県沖の日本海航行中の記録である．当時天候は晴，風向

ESE,風力３，波浪２，ウネリ方向ＮＮＥ，ウネリ階級１，ピッチング６分間の回数は30回，平均

角度±0.3度，ローリング６分間の回数は18回，平均角度±１度，機関回転数２１７rpm

Fig.１４は８月２５日午前８時ごろ，北海道積丹岬沖を航行中の記録である．当時天候は曇，風向

ＮＷ,風力３，波浪２，ウネリ方向Ｎ，ウネリ階級３，ピッチング６分間の回数は39回，平均角度

±１．５度，ローリング６分間の回数は35回，平均角度±３度（最大，左舷５度，右舷７度)，機関回

転数２１５ｒ､p､ｍ

船首振れは気象・海象条件，船舶の運動性能によって大きく左右されるが，操舵手の技量に負う

ところも大きい．そしてその振れの如何は転針の動作と似かよるところがあるため，海上衝突予防

法でいう見合関係が成立した時，針路速力の保持義務あるいは避航義務が生じた時，又切迫した危

険を避けるための措置をこうずる時，相手船の動静を‘憶測する段階で大きな問題となる．その時相

手船の船首の振れが大きすぎると相手船の進路の察知に惑う．又針路を転じたと錯覚する場合も起

こり，衝突の原因ともなりかねない．今航海は季節的にも一番海上の静穏な時期であったので，荒
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天に遭遇することもなく，船首振れも比較的小さかった．今後より多様の条件下における記録を得

たいと考える．又操舵手の技量によっても相当船首振れに違いがあることが認められたので，操舵

技量による違い及び充分調整されたオート・パイロットと人力操舵の比較検討も今後行いたいと考

える．

５．むすび

船舶が出航して衝突に至るまでの全般的な大略の経過状況を知ることについては，コース・レコ

ーダＡの記録もコース・レコーダＢの記録も大差ない．又船舶が過去にとった大略の針路を知る

ことについても同じである．しかし，当該船舶の変針点とその時間を知ることについては，コース

・レコーダＡの記録はコース・レコーダＢの記録に劣る．それは来島海峡航行の記録によって試

ふたFig.１７の結果で明白である．その時コース・レコーダＢの記録の時間については１５秒の精

度で，船首方位については０．５度の精度で論じた．よって現時点ではコース・レコーダＢの記録は

海難審判に充分資することができると考える．

しかし，今回は分時マークを記録紙に記入する時，ストップ・ウォッチによって１分毎に印した

が現実の問題としてこのようなめんどうなことは当然自動的に分時マークを記入できるようにすべ

きである．又コース・レコーダＡでは１巻の記録紙で約30日間の連続使用が可能だが，コース・レ

コーダＢでは記録紙の紙送り速度を15倍としたため２日間の連続使用しかできず，経済的な問題

が生ずる．このようなことから，紙送り速度については充分検討していかねばならぬが，大略の目

安として，出入港あるいは峡水道通航時のように転舵回数が比較的多いところでは15倍の紙送り速

度が適当であり，東京湾，大阪湾あるいは瀬戸内海等を航行する時は５～10倍の紙送り速度，そし

て転針の少ない遠洋航路の場合はコース・レコーダＡと同じ紙送り速度が適当と考える．よって紙

送り速度を３段階程度に切換えが可能であるようにした方がより効果的であると考える．そして今

後このような方向でコース・レコーダの改装を試みたいと考える．

最後に実験に御協力下さいました“かごしま丸，'船長・航海士ならびに乗組員の皆様及び論文作

成にあたり直接御指導下さいました漁船航海学教室源河助教授，漁船運用学教室皆元教授に深く感

謝いたします．
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